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【 Ｆ Ｉ 】
　 Ｈ ０ ５ Ｋ 3 / 4 6 　 　 　 Ｎ 　 　 　
　 Ｈ ０ ５ Ｋ 3 / 4 6 　 　 　 Ｇ 　 　 　
　 Ｈ ０ ５ Ｋ 1 / 0 2 　 　 　 Ｐ 　 　 　
　 Ｈ ０ ５ Ｋ 1 / 0 2 　 　 　 Ｃ 　 　 　
　 Ｈ ０ ５ Ｋ 1 / 0 2 　 　 　 Ｊ 　 　 　
　 Ｈ ０ ５ Ｋ 1 / 1 1 　 　 　 Ｈ 　 　 　
　 Ｈ ０ ５ Ｋ 3 / 4 0 　 　 　 Ｅ 　 　 　
　 Ｈ ０ １ Ｐ 3 / 0 8 ２ ０ ０  　 　 　
　
【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 令 和 7 年 3 月 2 6 日 ( 2 0 2 5 . 3 . 2 6 )
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 積 層 体 、 第 １ 導 体 層 、 第 ２ 導 体 層 、 第 １ 柱 状 導 体 、 第 ２ 柱 状 導 体 及 び 接 続 導 体 を 少 な く  
と も 備 え て お り 、
　 前 記 積 層 体 は 、 第 １ 絶 縁 体 層 を 含 む 複 数 の 絶 縁 体 層 が Ｚ 軸 に 沿 っ て 積 層 さ れ た 構 造 を 有  
し て お り 、
　 前 記 第 １ 絶 縁 体 層 は 、 正 主 面 、 及 び 、 前 記 正 主 面 よ り 前 記 Ｚ 軸 の 負 側 に 位 置 す る 負 主 面  
を 有 し て お り 、
　 前 記 第 １ 導 体 層 及 び 前 記 第 ２ 導 体 層 は 、 前 記 第 １ 絶 縁 体 層 の 前 記 正 主 面 に 位 置 し て お り  
、
　 前 記 第 １ 柱 状 導 体 及 び 前 記 第 ２ 導 体 層 は 、 前 記 第 １ 絶 縁 体 層 を 前 記 Ｚ 軸 に 沿 っ て 貫 通 す  
る 貫 通 孔 の 内 部 に 設 け ら れ て お り 、
　 前 記 第 １ 柱 状 導 体 の 前 記 Ｚ 軸 の 正 側 の 端 部 は 、 前 記 第 １ 導 体 層 に 接 触 し て お り 、
　 前 記 接 続 導 体 は 前 記 積 層 の 方 向 の 導 体 間 を 電 気 的 に 接 続 す る 導 体 で あ り 、
　 前 記 第 １ 柱 状 導 体 の 前 記 Ｚ 軸 の 負 側 の 端 部 は 、 前 記 接 続 導 体 を 介 し て 柱 状 導 体 又 は 導 体  
層 に 接 続 さ れ て お り 、
  前 記 第 ２ 柱 状 導 体 は 前 記 Ｚ 軸 に 直 交 す る 前 後 方 向 に 延 在 す る 導 体 で あ り 、 前 記 前 後 方 向  
に 直 交 す る 平 面 を 断 面 と し た 断 面 視 で 前 記 Ｚ 軸 方 向 に 柱 状 で あ り 、
　 前 記 第 ２ 柱 状 導 体 の 前 記 Ｚ 軸 の 正 側 の 端 部 は 、 前 記 第 ２ 導 体 層 に 接 触 さ れ て お り 、
　 前 記 第 ２ 柱 状 導 体 の 前 記 Ｚ 軸 の 負 側 の 端 部 は 、 い ず れ の 導 体 に も 接 触 し て お ら ず 、
  前 記 接 読 導 体 の 材 料 は 、 前 記 第 １ 柱 状 導 体 及 び 前 記 第 ２ 柱 状 導 体 と は 異 な る 材 料 で あ る 、
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　 多 層 基 板 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 １ 柱 状 導 体 の 材 料 及 び 前 記 第 ２ 柱 状 導 体 の 材 料 は 、 樹 脂 を 含 ま な い 金 属 で あ る 、
　 請 求 項 １ に 記 載 の 多 層 基 板 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 第 １ 柱 状 導 体 は 、 前 記 Ｚ 軸 の 正 方 向 に 行 く に し た が っ て 、 前 記 第 １ 柱 状 導 体 の 太 さ  
が 細 く な る 区 間 を 有 し て お り 、
　 前 記 第 ２ 柱 状 導 体 は 、 前 記 Ｚ 軸 の 正 方 向 に 行 く に し た が っ て 、 前 記 第 ２ 柱 状 導 体 の 太 さ  
が 細 く な る 区 間 を 有 し て い る 、
　 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ に 記 載 の 多 層 基 板 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 第 ２ 柱 状 導 体 の 前 記 Ｚ 軸 の 負 側 の 端 面 は 、 前 記 Ｚ 軸 の 負 方 向 に 突 出 す る 形 状 を 有 し  
て い る 、
　 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ に 記 載 の 多 層 基 板 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 第 ２ 導 体 層 は 、 前 記 Ｚ 軸 の 負 方 向 に 見 て 、 線 形 状 を 有 し て い る 、
　 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ に 記 載 の 多 層 基 板 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 多 層 基 板 は 、 第 ３ 柱 状 導 体 を 、 更 に 備 え て お り 、
  前 記 第 ３ 柱 状 導 体 は 前 記 Ｚ 軸 に 直 交 す る 前 後 方 向 に 延 在 す る 導 体 で あ り 、 前 記 前 後 方 向  
に 直 交 す る 平 面 を 断 面 と し た 断 面 視 で 前 記 Ｚ 軸 方 向 に 柱 状 で あ り 、
　 前 記 第 ３ 柱 状 導 体 の 前 記 Ｚ 軸 の 正 側 の 端 部 は 、 前 記 第 ２ 導 体 層 に 接 触 し て お り 、
　 前 記 第 ３ 柱 状 導 体 の 前 記 Ｚ 軸 の 負 側 の 端 部 は 、 い ず れ の 導 体 に も 接 触 し て お ら ず 、
　 前 記 第 ２ 柱 状 導 体 及 び 前 記 第 ３ 柱 状 導 体 は 、 前 記 Ｚ 軸 の 負 方 向 に 見 て 、 前 記 第 ２ 導 体 層  
の 線 幅 方 向 に 並 ん で お り 、
　 前 記 第 ２ 柱 状 導 体 の 材 料 及 び 前 記 第 １ 柱 状 導 体 の 材 料 は 、 前 記 接 読 導 体 の 材 料 と は 異 な  
る 材 料 で あ る 、
　 請 求 項 ５ に 記 載 の 多 層 基 板 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 多 層 基 板 は 、 前 記 第 ２ 導 体 層 が 第 １ 線 幅 を 有 す る 第 １ 区 間 と 、 前 記 第 ２ 導 体 層 が 前  
記 第 １ 線 幅 よ り 大 き な 第 ２ 線 幅 を 有 す る 第 ２ 区 間 を 有 し て お り 、
　 前 記 第 ２ 線 幅 は 、 前 記 第 ２ 導 体 層 の 線 幅 の 最 大 値 で あ り 、
　 前 記 第 ２ 柱 状 導 体 は 、 前 記 第 １ 区 間 に は 設 け ら れ て お り 、
　 前 記 第 ２ 柱 状 導 体 は 、 前 記 第 ２ 区 間 に は 設 け ら れ て い な い 、
　 請 求 項 ５ に 記 載 の 多 層 基 板 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 多 層 基 板 は 、 第 ３ 区 間 及 び 第 ４ 区 間 を 有 し て お り 、
　 前 記 第 ３ 区 間 は 、 前 記 Ｚ 軸 に 直 交 す る Ｙ 軸 の 正 方 向 に 見 て 、 屈 曲 し て お り 、
　 前 記 第 ２ 柱 状 導 体 は 、 前 記 第 ３ 区 間 に は 設 け ら れ て い な い 、
　 請 求 項 ５ に 記 載 の 多 層 基 板 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 多 層 基 板 は 、 第 ３ 区 間 及 び 第 ４ 区 間 を 有 し て お り 、
　 前 記 第 ３ 区 間 は 、 前 記 Ｚ 軸 に 直 交 す る Ｙ 軸 の 正 方 向 に 見 て 、 屈 曲 し て お り 、
　 前 記 第 ２ 柱 状 導 体 は 、 前 記 第 ３ 区 間 に 設 け ら れ て い る 、
　 請 求 項 ５ に 記 載 の 多 層 基 板 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 多 層 基 板 は 、 第 ３ 導 体 層 及 び 第 ４ 柱 状 導 体 を 、 更 に 備 え て お り 、
　 前 記 第 ３ 導 体 層 は 、 前 記 第 １ 絶 縁 体 層 の 前 記 正 主 面 に 位 置 し て お り 、
　 前 記 第 ３ 導 体 層 に は 、 前 記 第 ４ 柱 状 導 体 の 前 記 Ｚ 軸 の 正 側 の 端 部 が 接 続 さ れ て お ら ず 、
　 前 記 第 ４ 柱 状 導 体 は 、 前 記 第 １ 絶 縁 体 層 を 前 記 Ｚ 軸 に 沿 っ て 貫 通 し て お り 、
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　 前 記 第 ４ 柱 状 導 体 の 前 記 Ｚ 軸 の 負 側 の 端 部 は 、 い ず れ の 導 体 に も 接 触 し て い な い 、
　 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ に 記 載 の 多 層 基 板 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 第 ２ 導 体 層 は 、 正 主 面 、 及 び 、 前 記 第 ２ 導 体 層 の 前 記 正 主 面 よ り 前 記 Ｚ 軸 の 負 側 に  
位 置 し て い る 前 記 負 主 面 を 有 し て お り 、
　 前 記 第 ２ 導 体 層 の 前 記 負 主 面 の 表 面 粗 さ は 、 前 記 第 ２ 導 体 層 の 前 記 正 主 面 の 表 面 粗 さ よ  
り 大 き い 、
　 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ に 記 載 の 多 層 基 板 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 ２ ０ Ｇ Ｈ ｚ 以 上 の 周 波 数 を 有 す る 高 周 波 信 号 が 伝 送 さ れ る 信 号 導 体 層 を 備 え る 、
　 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ に 記 載 の 多 層 基 板 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 第 １ 導 体 層 の 材 料 、 前 記 第 ２ 導 体 層 の 材 料 、 前 記 第 １ 柱 状 導 体 の 材 料 及 び 前 記 第 ２  
柱 状 導 体 の 材 料 は 、 前 記 接 読 導 体 の 材 料 と は 異 な る 材 料 で あ る 、
　 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ に 記 載 の 多 層 基 板 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 第 １ 準 備 工 程 と 、 貫 通 孔 形 成 工 程 と 、 導 体 層 形 成 工 程 と 、 柱 状 導 体 形 成 工 程 と 、 第 ２ 準  
備 工 程 と 、 圧 着 工 程 と 、 を 備 え る 多 層 基 板 の 製 造 方 法 で あ り 、
　 前 記 第 １ 準 備 工 程 で は 、 正 主 面 、 及 び 、 前 記 正 主 面 よ り Ｚ 軸 の 負 側 に 位 置 し て い る 負 主  
面 を 有 し て い て 、 前 記 正 主 面 を 覆 う 金 属 箔 が 設 け ら れ た 第 １ 絶 縁 体 層 を 準 備 し 、
　 前 記 貫 通 孔 形 成 工 程 で は 、 前 記 Ｚ 軸 に 沿 っ て 貫 通 す る 第 １ 貫 通 孔 を 前 記 第 １ 絶 縁 体 層 に  
形 成 し 、 前 記 Ｚ 軸 に 直 交 す る 前 後 方 向 に 延 在 す る 溝 形 状 の 第 ２ 貫 通 孔 を 前 記 第 １ 絶 縁 体 層  
に 形 成 し 、
　 前 記 導 体 層 形 成 工 程 で は 、 前 記 金 属 箔 を 加 工 す る こ と に よ り 、 第 １ 導 体 層 及 び 第 ２ 導 体  
層 を 形 成 し 、
　 前 記 柱 状 導 体 形 成 工 程 で は 、 前 記 第 １ 貫 通 孔 及 び 前 記 第 ２ 貫 通 孔 の そ れ ぞ れ に 第 １ 柱 状  
導 体 及 び 第 ２ 柱 状 導 体 を 形 成 し 、
　 前 記 第 ２ 準 備 工 程 で は 、 接 続 導 体 が 設 け ら れ た 第 ２ 絶 縁 体 層 を 準 備 し 、
　 前 記 圧 着 工 程 で は 、 前 記 第 １ 絶 縁 体 層 が 前 記 第 ２ 絶 縁 体 層 よ り 前 記 Ｚ 軸 の 正 側 に 位 置 す  
る よ う に 、 前 記 第 １ 絶 縁 体 層 及 び 前 記 第 ２ 絶 縁 体 層 を 含 む 複 数 の 絶 縁 体 層 を 積 層 及 び 圧 着  
し 、
　 前 記 第 １ 柱 状 導 体 の 前 記 Ｚ 軸 の 正 側 の 端 部 は 前 記 第 １ 導 体 層 に 接 触 し て お り 、
　 前 記 第 ２ 柱 状 導 体 の 前 記 Ｚ 軸 の 正 側 の 端 部 は 前 記 第 ２ 導 体 層 に 接 触 し て お り 、
　 前 記 第 １ 柱 状 導 体 の 前 記 Ｚ 軸 の 負 側 の 端 部 は 、 前 記 接 続 導 体 に 接 続 さ れ て い る 、
　 多 層 基 板 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 貫 通 孔 形 成 工 程 は 、 ビ ー ム の 照 射 又 は ウ ェ ッ ト エ ッ チ ン グ に よ り 前 記 第 １ 貫 通 孔 及  
び 前 記 第 ２ 貫 通 孔 を 形 成 す る 、
　 請 求 項 １ ４ に 記 載 の 多 層 基 板 の 製 造 方 法 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま ず 、 図 １ を 参 照 し な が ら 、 多 層 基 板 １ ０ の 構 造 に つ い て 説 明 す る 。 多 層 基 板 １ ０ は 、  
高 周 波 信 号 を 伝 送 す る 。 多 層 基 板 １ ０ は 、 ス マ ー ト フ ォ ン 等 の 電 子 機 器 に お い て 、 ２ つ の  
回 路 を 電 気 的 に 接 続 す る た め に 用 い ら れ る 。 多 層 基 板 １ ０ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 積 層 体  
１ ２ 、 保 護 層 １ ８ ａ ， １ ８ ｂ 、 信 号 導 体 層 ２ ０ ａ 、 電 源 導 体 層 ２ ０ ｂ 、 第 １ グ ラ ン ド 導 体  
層 ２ ２ 、 第 ２ グ ラ ン ド 導 体 層 ２ ４ 、 グ ラ ン ド 導 体 層 ２ ６ ａ ， ２ ６ ｂ ， ２ ８ ａ ， ２ ８ ｂ ， ３  
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０ ａ ， ３ ０ ｂ 、 複 数 の 柱 状 導 体 ｖ １ ａ ～ ｖ １ ｄ 、 複 数 の 柱 状 導 体 ｖ ２ ａ ～ ｖ ２ ｄ 、 複 数 の  
柱 状 導 体 ｖ ３ ａ ～ ｖ ３ ｄ 、 柱 状 導 体 ｖ １ ０ 及 び 接 続 導 体 ｖ １ １ ｄ ， ｖ １ ２ ｄ ， ｖ １ ３ ｄ を  
備 え て い る 。 接 続 導 体 ｖ １ １ ｄ ， ｖ １ ２ ｄ ， ｖ １ ３ ｄ と 柱 状 導 体 ｖ １ ｃ ～ ｖ ３ ｃ ， ｖ １ ｄ  
～ ｖ ３ ｄ と は 材 料 が 異 な る 。 柱 状 導 体 ｖ １ ０ は 、 Ｚ 軸 に 直 交 す る 前 後 方 向 に 延 在 す る 導 体  
で あ る が 、 前 後 方 向 に 直 交 す る 平 面 に お い て （ 図 ２ に 示 す 断 面 視 で ） Ｚ 軸 方 向 に 柱 状 で あ  
る の で 、 本 発 明 に お い て は 、 こ の 柱 状 導 体 ｖ １ ０ も 「 柱 状 」 導 体 と 表 記 す る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ま た 、 複 数 の 柱 状 導 体 ｖ １ ｃ ， ｖ １ ｄ 、 複 数 の 柱 状 導 体 ｖ ２ ｃ ， ｖ ２ ｄ 、 複 数 の 柱 状 導  
体 ｖ ３ ｃ ， ｖ ３ ｄ 及 び 柱 状 導 体 ｖ １ ０ は 、 例 え ば 、 ス ル ー ホ ー ル 導 体 で あ る 。 ス ル ー ホ ー  
ル 導 体 は 、 絶 縁 体 層 １ ６ ｃ ， １ ６ ｄ に 貫 通 孔 を 形 成 し 、 貫 通 孔 に 金 属 メ ッ キ を 施 す こ と に  
よ り 作 製 さ れ る 。 但 し 、 柱 状 導 体 ｖ １ ０ に つ い て は 、 絶 縁 体 層 １ ６ ｃ に 、 前 後 方 向 に 延 在  
す る 溝 を 形 成 し 、 こ の 溝 に 金 属 メ ッ キ を 施 す こ と に よ り 作 製 さ れ る 。 複 数 の 柱 状 導 体 ｖ １  
ｃ ， ｖ １ ｄ の 材 料 、 複 数 の 柱 状 導 体 ｖ ２ ｃ ， ｖ ２ ｄ の 材 料 、 複 数 の 柱 状 導 体 ｖ ３ ｃ ， ｖ ３  
ｄ の 材 料 及 び 柱 状 導 体 ｖ １ ０ の 材 料 は 、 金 属 で あ る 。 金 属 は 、 例 え ば 、 銅 で あ る 。 こ の よ  
う に 、 複 数 の 柱 状 導 体 ｖ １ ｃ ， ｖ １ ｄ の 材 料 、 複 数 の 柱 状 導 体 ｖ ２ ｃ ， ｖ ２ ｄ の 材 料 、 複  
数 の 柱 状 導 体 ｖ ３ ｃ ， ｖ ３ ｄ の 材 料 （ 第 １ 柱 状 導 体 の 材 料 ） 及 び 柱 状 導 体 ｖ １ ０ の 材 料 （  
第 ２ 柱 状 導 体 の 材 料 ） は 、 樹 脂 を 含 ま な い 金 属 で あ る 。 そ し て 、 信 号 導 体 層 ２ ０ ａ の 材 料  
、 電 源 導 体 層 ２ ０ ｂ の 材 料 、 第 １ グ ラ ン ド 導 体 層 ２ ２ の 材 料 、 第 ２ グ ラ ン ド 導 体 層 ２ ４ の  
材 料 、 グ ラ ン ド 導 体 層 ２ ６ ａ ， ２ ６ ｂ ， ２ ８ ａ ， ２ ８ ｂ ， ３ ０ ａ ， ３ ０ ｂ の 材 料 、 複 数 の  
柱 状 導 体 ｖ １ ｃ ， ｖ １ ｄ の 材 料 、 複 数 の 柱 状 導 体 ｖ ２ ｃ ， ｖ ２ ｄ の 材 料 及 び 複 数 の 柱 状 導  
体 ｖ ３ ｃ ， ｖ ３ ｄ の 材 料 （ 第 １ 導 体 層 の 材 料 、 第 ２ 導 体 層 の 材 料 、 第 １ 柱 状 導 体 の 材 料 及  
び 第 ２ 柱 状 導 体 の 材 料 ） は 、 接 続 導 体 ｖ １ １ ｄ ， ｖ １ ２ ｄ ， ｖ １ ３ ｄ と は 異 な る 材 料 で あ  
る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ７ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 ま た 、 図 ２ に 示 し た 例 で は 、 柱 状 導 体 ｖ １ ｃ ， ｖ ２ ｃ ， ｖ ３ ｃ と 柱 状 導 体 ｖ １ ｄ ， ｖ ２  
ｄ ， ｖ ３ ｄ と を 、 接 続 導 体 ｖ １ １ ｄ ， ｖ １ ２ ｄ ， ｖ １ ３ ｄ を 介 し て そ れ ぞ れ 導 通 さ せ て い  
る が 、 本 発 明 は 、 接 続 導 体 が 柱 状 導 体 同 士 を 接 続 す る こ と に 限 る も の で は な い 。 例 え ば 、
柱 状 導 体 ｖ １ ｃ ， ｖ ２ ｃ ， ｖ ３ ｃ は 銅 箔 等 の 金 属 箔 に よ る 導 体 層 に 導 通 す る 構 造 で あ っ て  
も よ い 。 そ の 例 で あ れ ば 、 柱 状 導 体 ｖ １ ｃ ， ｖ ２ ｃ ， ｖ ３ ｃ が 接 続 導 体 ｖ １ １ ｄ ， ｖ １ ２  
ｄ ， ｖ １ ３ ｄ を 介 し て 導 体 層 に 導 通 す る 構 造 と な る 。
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